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地
縁
が
な
い
人
、
知
り
合
い
が
い
な
い

人
、
退
職
す
る
ま
で
地
域
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
人
、
多
く
の
卒
業
生
が
自
分
を
生

か
す
場
や
自
分
を
高
め
る
手
段
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
希

望
に
応
え
る
た
め
、
わ
が
相
模
原
白
門
会

を
地
域
の
文
化
を
活
性
化
す
る
場
と
会
員

個
々
人
が
自
分
を
生
か
す
場
、
そ
し
て
自

分
を
高
め
る
手
段
が
合
体
す
る
形
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
文
化
は
他
の
文
化
か
ら
何
か
を
吸
収

し
て
強
く
な
る
の
で
す
。
相
模
原
市
と
白

門
会
と
い
う
二
つ
の
文
化
的
存
在
が
そ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
な
く
自

ら
も
磨
か
れ
る
の
で
す
。
私
は
こ
の
文
化

を
高
め
る
担
い
手
の
中
心
は
未
来
の
世
界

を
み
る
こ
と
に
な
る
若
者
即
ち
在
学
生
と

打
算
か
ら
離
脱
で
き
る
高
齢
の
卒
業
生
で

す
。
そ
こ
か
ら
故
郷
も
経
歴
も
異
な
っ
て

互
い
に
関
係
な
く
生
き
て
き
た
人
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
知
識
・
体
験
を

活
か
し
て
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
る
力
が
で
き
て
き
ま
す
。
単
な
る
同

窓
生
の
集
ま
り
に
止
ま
ら
ず
、
相
模
原
に

し
っ
か
り
根
を
張
る
白
門
会
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
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相模原
白門会会報

ー相模原支部－ 第３号

発行所　中央大学学員会相模原白門会
　　　　（相模原支部）事務局
　　　　中澤社会保険労務士事務所内
　　　　〒252-0239
　　　　神奈川県相模原市中央区中央3 - 7 - 1
　　　　TEL 042-860-2622
印刷所　株式會社　日相印刷

Chuo University

Sagamihara

平成25年３月10日相模原白門会設立総会式
来年は５周年目を迎えます

相
模
原
白
門
会（
相
模
原
支
部
）会
長

佐
々
木
　
勝
　
洋

�

相
模
女
子
大
学
専
務
理
事

昭
和
四
四
年
卒
　
　
　

ご
挨
拶



中央大学学員会　相模原白門会（相模原支部）会報 第３号（2）平成28年６月 発行

　

以
前
お
世
話
に
な
っ
た
課
長
の
紹
介

で
、
こ
の
度
中
央
大
学
相
模
原
白
門
会
支

部
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入

会
後
の
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
が
新
年
会
＆
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
ど

の
よ
う
な
服
装
で
参
加
す
べ
き
か
悩
み
ま

し
た
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
ラ
フ
な
格
好
を
選
択
し
、
い
ざ

会
場
へ
。
会
場
へ
着
く
と
、
同
じ
タ
イ
ミ

ン
グ
で
入
会
す
る
皆
さ
ん
は
ス
ー
ツ
に
ネ

ク
タ
イ
。
い
き
な
り
心
が
折
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
あ
ま
り
気
に
し
な

く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
と
い
う
寛
大
な
皆
様

の
雰
囲
気
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
は
い
つ
も
２
ゲ
ー
ム
目
か

ら
調
子
が
出
て
く
る
タ
イ
プ
な
の
で
す

が
、
初
参
加
と
い
う
程
よ
い
緊
張
感
と
ラ

フ
な
格
好
が
功
を
制
し
た
の
か
、
運
よ
く

良
い
ス
コ
ア
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
後
の
新
年
会
に
て
佐
々
木
会
長

か
ら
優
勝
賞
品
の
ワ
イ
ン
を
頂
き
、
妻
が

上
機
嫌
に
な
っ
た
の
で
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

優勝させていただきました！
佐々木会長から景品をいただきました。

新規入会して初めての恒例行事

大好評につき恒例行事化決定！

第２回大会は、2017年１/28（日）
に開催いたします

新
会
員臼

　
井
　
竜
　
太

平
成
一
九
年
卒
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今
年
の
白
門
会
新
年
会
は
、
篠
宮
幹
事

の
提
案
で
懇
親
会
の
前
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を

取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
と
少
し
趣

向
の
違
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
更

ボ
ー
リ
ン
グ
も
な
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

そ
う
な
気
が
し
て
少
々
心
配
も
し
た
の
で

す
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
想
像
し

て
い
た
よ
り
参
加
者
は
多
く
、
み
ん
な
結

構
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
流
れ
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
は
、
初

め
か
ら
堅
苦
し
さ
の
な
い
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
で
し
た
。
そ
れ
に
は
、
ネ
ク
タ
イ
と

ス
ー
ツ
が
少
数
派
と
い
う
服
装
も
関
係
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
然
話
題
も
ボ
ー
リ

ン
グ
の
こ
と
で
、
初
顔
同
士
で
も
話
に
花

が
咲
き
、
お
酒
も
進
み
ま
す
。
会
話
の
入

り
口
は
ボ
ー
リ
ン
グ
で
も
、
い
つ
の
間
に

か
神
田
駿
河
台
周
辺
の
お
店
や
建
物
、
そ

の
頃
の
流
行
や
時
代
背
景
な
ど
同
じ
頃
に

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
も
の
同
士
の
話
題

に
移
っ
て
い
ま
す
。

　
相
模
原
白
門
会
は
、
創
立
４
年
で
ま
だ

歴
史
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
新
年
会
の
試
み
は
歴

史
の
ひ
と
コ
マ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ひ
と
コ
マ
か
ら
伝
統
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

白
門
会
入
会
前
は
、
誘
わ
れ
て
も「
た

か
が
同
窓
会
じ
ゃ
な
い
か
」程
度
の
認
識

だ
っ
た
の
が
、
入
会
し
て
か
ら
箱
根
駅
伝

に
対
す
る
思
い
入
れ
も
強
く
な
っ
た
し
、

学
生
時
代
に
過
ご
し
た
街
並
み
を
ま
た
歩

い
て
み
た
く
も
な
っ
た
。
よ
く
通
っ
た
店

も
同
級
生
も
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。

我
々
の
年
代
で
は
こ
れ
ら
は
決
し
て
感
傷

な
ん
か
で
な
く
、
健
康
法
だ
と
確
信
し
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。

第
４
回 

新 

年 

会

本
　
間
　
俊
　
三

昭
和
四
四
年
卒

堅苦しさのない打ち解けた雰囲気で盛り上がった新年会
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第
九
二
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

茅ヶ崎市中海岸の海岸青少年会館前にて
応援した後は、懇親会で交流

　
第
九
二
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
二
〇
校
で
競
わ

れ
た
結
果
、
中
央
大
学
は
総
合
で
一
五

位
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
我
が
相
模

原
白
門
会
の
活
動
地
域
で
あ
る
相
模
原

に
活
動
拠
点
を
持
つ
青
山
学
院
大
学
が

昨
年
に
続
き
、
優
勝
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
手
町
の
読
売
新
聞
社
前
を
出
発
し
、

二
区
の
鶴
見
中
継
所
を
過
ぎ
る
と
い
よ

い
よ
三
区
の
戸
塚
中
継
所
に
な
り
ま
す
。

我
が
相
模
原
白
門
会
が
例
年
応
援
す
る

茅
ヶ
崎
は
こ
の
三
区
の
丁
度
中
間
に
位

置
す
る
場
所
に
当
た
り
ま
す
。
戸
塚
方

面
か
ら
緩
や
か
な
坂
道
を
上
っ
て
く
る

と
目
の
前
に
富
士
山
が
そ
び
え
、
そ
の

手
前
を
見
る
と
江
の
島
が
浮
か
ぶ
絶
好

の
景
勝
地
で
す
。
昔
は
別
荘
地
と
位
置

付
け
ら
れ
た
場
所
で
、
格
調
の
高
い
町

と
言
え
ま
す
。

　
さ
て
、
空
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
旋
回

し
、
白
バ
イ
が
列
を
な
し
て
通
過
し
始

め
ま
す
と
間
近
に
ラ
ン
ナ
ー
が
き
て
い

る
証
で
す
。
今
年
は
地
元
白
門
会
茅
ヶ

崎
支
部
と
一
緒
に
応
援
す
る
こ
と
に
な

り
、
絶
好
の
場
所
に
陣
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
道
路
の
向
か
い
側
に
テ
レ

ビ
報
道
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
カ

メ
ラ
の
放
列
が
こ
ち
ら
に
も
向
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
出
る
か
も
し
れ

な
い
と
期
待
を
抱
き
な
が
ら
の
応
援
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
人
二
人
と
通
過
し
た
後
、
五
，
六

人
の
集
団
が
走
り
去
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

中
央
大
学
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の

あ
と
の
一
団
の
中
に
Ｃ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

つ
け
た
中
大
生
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
い
い
線
に
行
く
か

も
し
れ
な
い
と
の
期
待
を
抱
き
な
が
ら

の
応
援
で
、
拍
手
も
一
際
高
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
結
果
は
冒
頭
の
通
り
で
、
捲
土
重
来

を
期
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
　  

澤 

　
　
洋

昭
和
四
二
年
卒
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相
模
原
に
生
ま
れ
て
育
ち
、
市
役
所

に
三
十
七
年
と
、
高
校
、
代
ゼ
ミ
、
中

大
へ
通
っ
た
八
年
間
を
除
き
、
四
六
時

中
、
相
模
原
と
い
う
相
模
原
人
で
あ
る
。

　
現
役
引
退
後
は
、
外
界
を
見
て
み
た

い
と
、
職
業「
旅
人
」
と
称
し
、
国
の

内
外
を
徘
徊
し
て
い
る
。

　

初
め
の
う
ち
は
、
危
な
い
所
や
、
汚

い
所
は
避
け
て
、
旅
先
を
選
ん
で
い
た

の
で
、結
果
的
に
欧
米
が
多
く
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
、
宗
教
対
立
で
キ
リ

ス
ト
教
の
国
は
危
険
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
私
の
旅
も
欧
州
を
避
け
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
な
ど
が
多
く
な
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
河
畔
、
四
千
年

を
経
た
歴
史
遺
産
を
見
る
と
、
悠
久
の

時
の
流
れ
に
感
動
す
る
。

　
よ
り
多
く
の
人
に
、
こ
の
感
動
を
共

有
し
て
欲
し
い
と
願
う
が
、
こ
こ
も
ま

た
治
安
の
悪
さ
を
残
念
に
思
う
。

　
飛
行
機
を
二
度
乗
り
継
ぎ
、
二
十
七

時
間
掛
け
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ

ン
へ
、
更
に
南
下
し
て
最
南
端
の
喜
望

峰
に
立
て
ば
、
水
平
線
が
心
な
し
か
丸

く
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。（
笑
）

　

旅
に
行
っ
た
と
言
う
と
、「
奥
様
と

一
緒
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る
。「
い
え
、

一
人
で
」と
答
え
る
と
、
お
や
お
や
と

い
う
顔
を
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

　
永
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
の
旅
行
を
否

定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
非
日
常
の

世
界
を
求
め
て
出
か
け
る
旅
行
で
あ
れ

ば
、「
旅
は
一
人
に
限
る
」
と
、
私
は

ま
た
一
人
で
旅
に
出
る
。

旅
は
一
人
に
限
る

樋
　  

口 

　
　
武

昭
和
四
二
年
卒
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一
卒
業
生
と
し
て
、
現
在
の
母
校
の
教
育

機
関（
有
為
な
人
材
を
輩
出
す
る
）と
し
て
の

評
価
が
著
し
く
低
迷
し
て
い
る
事
に
心
を
痛

め
る
昨
今
で
す
。
創
立
百
三
十
周
年
未
来
へ

の
提
言
の
論
文
に
も
応
募
し
、
母
校
再
興
へ

幾
つ
か
の
提
言
を
致
し
ま
し
た
。

1
学
校
法
人
の
事
業
体
と
し
て
、
法
人
運
営

基
軸
部
隊
を
理
事
、
教
職
員
で
組
織
し
て

（
諮
問
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
明

確
な
権
限
と
責
任
を
持
つ
）統
合
参
謀
本
部

と
し
て
、改
革
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
資
本
主
義
は
改
革（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）無

く
し
て
こ
れ
ま
で
永
続
し
て
来
な
か
っ
た
と

の
教
え
か
ら
、
学
校
法
人
の
改
革（
改
善
程

度
の
事
で
な
く
）を
強
力
に
進
め
て
欲
し
い
。

そ
の
中
で
、
新
学
部
の
創
設
、
キ
ャ
ン
パ
ス

問
題
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
オ
ン
対
応（
S
・

G
・
U
・
落
選
は
痛
恨
事
）、学
校
評
価
、人

事
制
度
の
問
題
、
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
附
属

校
強
化
拡
充
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
諸
問
題

を
議
論
、決
定
、実
行
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

伝
統
に
胡
坐
を
か
き
、
無
作
為
に
年
月
を
費

や
す
事
は
罪
で
あ
る
と
自
覚
し
て
。

2
教
養
教
育
の
強
化
を
。
専
門
的
な
知
識
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
青
年
期
で
学
ぶ
べ
き
教

　
今
か
ら
約
五
年
前
、
突
然
、
大
学
O
B
の

後
輩
か
ら
相
模
原
市
橋
本
に
呼
び
出
さ
れ
た

事
が
、
学
員
会
と
関
わ
っ
た
始
ま
り
で
し

た
。大
学
卒
業
以
来
、大
学
、学
員
会
と
は
全

く
関
係
し
て
な
か
っ
た
自
分
な
の
で
そ
ん
な

場
所
に
お
呼
び
頂
い
た
事
に
ビ
ッ
ク
リ
で
し

た
。
準
備
委
員
一
〇
名
程
度
、
準
備
期
間
は

約
一
年
間
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
々
の
ご
尽

力
で
会
員
の
募
集
も
役
員
の
選
出
も
思
っ
た

よ
り
順
調
で
、
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
県
下
の
他
白
門
会
支
部
始
め
多

く
の
方
に
ご
支
援
を
戴
き
、
平
成
二
五
年
三

養（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）を
し
っ
か
り
勉
強
さ

せ
る
事
お
願
い
し
た
い
。親
鸞
、パ
ス
カ
ル
、

ル
ソ
ー
、
哲
学
書
、
古
典
文
学
書
を
熟
読
さ

せ
る
、中
江
藤
樹
、佐
藤
一
斎
、新
渡
戸
稲
造

を
読
ま
せ
る
も
よ
し
、
C
H
A
R
L
E
S 

D
I
C
K
E
N
S
、
を
原
書
で
読
ま
せ
る
の

も
よ
し
。
プ
ラ
ト
ン
の
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く
。
青
年
期
に
将
来
の
人
生
判

断
能
力
向
上
に
資
す
る
様
に
。
流
石
中
大
卒

と
言
わ
れ
る
人
間
形
成
に
役
立
つ
教
養
を
得

ら
れ
る
様
に
。

3
授
業
料
の
値
下
げ
を
し
て
欲
し
い
。
質
実

剛
健
を
校
風
と
す
る
学
校
に
相
応
し
く
、
現

行
授
業
料
を
値
下
げ
し
、
学
生
、
親
の
金
銭

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
欲
し
い
。
無
論

教
育
の
質
を
落
と
す
こ
と
無
く
。
学
園
収
支

の
影
響
大
で
あ
り
、
反
対
論
多
い
と
思
う

が
、
一
昨
年
決
算
で
の
学
園
人
件
費
二
五
〇

億
円
の
削
減
に
手
を
付
け
ざ
る
を
得
ま
い
。

ま
た
運
用
資
産
の
有
効
活
用
に
も
メ
ス
を
入

れ
、
収
入
増
に
知
恵
を
絞
る
べ
き
。
そ
う
し

て
授
業
料
の
値
下
げ
を
。

　

学
園
理
事
、
評
議
員
、
教
職
員
の
一
層
の

奮
起
を
望
む
。

月
二
〇
日 

会
員
数
：
約
一
三
〇
名
で
設
立
総

会
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
一
人
で
も
多
く
の
中
大

O
B
に「
相
模
原
に
白
門
会
あ
り
」を
知
っ

て
欲
し
い
と
の
思
い
で
色
々
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
現
在
、
会
員
数
約
一

五
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。
相
模
原
に
は
約

三
，五
〇
〇
名
の
中
大
O
B
が
在
住
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

多
く
の
方
に
参
加
頂
く
た
め
に「
魅
力
あ
る
、

楽
し
い
、
参
加
す
る
甲
斐
が
あ
る
」を
掲
げ

て
突
き
進
め
た
ら
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

母
校
愛
者
の
端
く
れ
と
し
て

相
模
原
白
門
会

創
設
５
周
年
に
向
け
て

粕
谷
哲
司

高
野
祐
二

最
住
雅
子

上
遠
野
章
子

佐
々
木
貴
之

臼
井
竜
太

水
野
啓
之
助

近
藤
裕
一
郎

星
野
哲
也

安
藤
誠
那

緑
川
　
宏

佐
藤
賢
一

坂
口
隼
一

藤
沢
　
賢
二

以
上
14
名

平
成
27
年
度
　
入
会
者
の
ご
紹
介

（
平
成
27
年
4
月
か
ら
28
年
3
月
）　
敬
称
略
・
順
不
同

澤
　
畑
　
寛
　
治

昭
和
四
三
年
卒

篠
　  

宮 

　
　
章

昭
和
五
〇
年
卒
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主な活動ご紹介
Chuo University

Sagamihara

定 例 会

定例事務局会議 定例役員会議

親 睦 交 流

ゴルフコンペ（夏・秋複数回開催） 新年会・新春ボーリング大会　（1月または2月）

総会・総会記念講演会・懇親会（6月） バーベキューパーティー（8月）

母 校 応 援

ホームカミングデイ（10月） 箱根駅伝応援（予選会10月・本大会1月）

地 域 活 性

相模原市民さくらまつり（4月または5月） 橋本七夕まつり（８月）

合同白門会、各支部への
参加も積極的におこない、
母校・地域活性のネット
ワークを広げています。

NEW
境川クリーン
アップ作戦
町田、相模原の両市民が
力を合わせて、両市の境
を流れる境川を清掃す
る事業です。
※Ｈ28 7月より
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相模原市南区麻溝台8-2-7
ＴＥＬ 042-748-6020
ＦＡＸ 042-748-6126

株式會社
日 相 印 刷

中央大学 相模原白門会を応援します！

住宅向け
サービス
エコキュート/オ

ール電化/

ホームセキュリ
ティ

事業所向け
サービス

動力設備/変電設
備/空調設備/

照明設備/防犯・
防災設備

暮らしの電気から工場の電気まで、
　　　　デンキを見つめるホンマです。

エコアクション21認証取得

代表取締役　本　間　俊　三

デンキのことなら何でも !
TEL.042-746-1616

〒252-0302
神奈川県相模原市南区上鶴間1-12-1
TEL 042-746-1616㈹/FAX 042-747-3463
ホームページ http://honma-denki.jp/

有限会社

杉山精肉店
相模原市中央区上溝1482
電話　042-769-5076楽天ランキングベーコン部門

1位　獲得

第65回 平成28年8月5・6・7日
橋本七夕まつり実行委員会
事務局
相模原市緑区橋本6-19-12
グランツェン205号
ＴＥＬ 042-772-2543
ＦＡＸ 042-703-5554
実行委員長
　江　成　藤吉郎

業務用食器・調理器具専門 就業規則、給与計算、助成金、社会保険導入対応等

有限会社 小 島 陶 器
相模原市中央区上溝5-1-21
Tel 042-761-5168 / FAX 042-762-0337
■取扱商品■
陶磁器、硝子器、ステンレス、鉄器、プラスチック、漆器、
木製品、テーブル、椅子、ユニフォーム、料理道具、調理器具

中澤社会保険労務士事務所
相模原市中央区中央3 - 7 - 1

Tel  042 - 860 - 2622
 特　徴

 1  トラブルを予防しつつ人件費を節減。実績500社以上！
 2  豊富な専門知識とノウハウを生かしてアドバイス

取扱保険会社
●三井住友海上火災保険㈱
●あいおいニッセイ同和損害保険㈱
●東京海上日動火災保険㈱
●損害保険ジャパン日本興亜㈱
●AIU損害保険㈱
●au損害保険㈱（ペット保険）

●三井住友海上あいおい生命保険㈱
●日本生命保険㈱
●東京海上日動あんしん生命保険㈱
●メットライフ生命保険㈱
●ひまわり生命保険㈱

損害保険トータルプランナー

篠　宮　　  章
〒193-0823 八王子市横川町536
ＴＥＬ 042 - 628 - 2811
ＦＡＸ 042 - 628 - 2813

～日本の相模から世界へ～

新規会員募集
入会は、①公式ホームページまたは② FAXにてお申込ください。
　　　　①公式ホームページ

　　　　②FAX

http://www.gakuinkai.com/sagamiharahakumon/ にアクセス

もしくは　 
 
で検索

お手数ですが、一度、042-860-2622までお電話でお問合せください。

相模原から世代を越えて、お互いに親睦をはかり、
母校を盛上げ、地域を活性させましょう！

※是非、ご紹介もお願いします。

Chuo University

Sagamihara


